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ヒーミー

“Hymy(ヒーミー)”とは、フィンランド語で“笑顔”と言う意味です。ミンナでの日々の笑顔が皆様にも届

きますように！

思いのほか早く梅雨が明け、夏本番に突入しました。皆様いかがお過ごしでしょうか。

新型コロナの影響で久しく皆さんとお会いできず、また皆さんの活動によって吹き込んでいた

外（地域）からの風が吹き込まなくなり、入居者や利用者の皆さんをはじめ、私達職員も大変寂しく

息苦しい日々を過ごしています。

そんな中、少しでも季節感を味わっていただこうと、特養・グループホーム・小規模多機能の各事

業では、フロアごとにミニ納涼祭を行う予定です。ご家族やボランティアの皆さんにお越しいただけ

ないのが本当に残念ですが、小ぢんまりと楽しい会にしたいと思っています。

また、現在入居者・利用者の皆さんとの交流はご遠慮いただいておりますが、市の熱中症予防策の一

環でミンナの１階を涼み処として提供しています。お近くにお越しの際は是非お立ち寄り下さい。

感染第7波となり、未だに先が見えない状況ではありますが、一日も早く皆様の活動が再開できる

よう、これからも感染防止対策を徹底して参ります。

熱中症やコロナに負けず、どうぞご自愛の上お過ごし下さい。

至誠ホームミンナ園長 諏訪 逸

6月30日㈭ミンナ(地域包括支援セン

ターなみき)の桜の木の下に“lefournil

木もれび”さんが、パンを運んで来てく

れました(⌒∇⌒)。

梅雨が明けて暑い中でしたが、惣菜パン

を中心に、野菜のキッシュやメロンパン、

ハードパン等バラエティに富んだ品揃え

で1時間半程で完売となりました。普段

買い物に出られないご利用者や、地域の

皆様にもご来店いただけたことを嬉しく

感じています。

好評につき、次回は7月20日㈬11:00～

設置(小雨決行・荒天の場合は中止)が決

まりました。パンがなくなり次第終了と

なります。また、他の場所にも出店する

ことがあるようですので、見かけた折に

は是非覗いてみてください。
☆国分寺商工会では、国分寺・公民館の協力を

得て、買い物困難者対策事業を進めています。
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夏野菜が最盛期を迎えています。6月初旬

の大きな大蒜の収穫を皮切りに、大玉トマト

やミニトマト・胡瓜・茄子♪週に2回程の収

穫を続けています。この他にも南瓜を玄関先

に陰干ししたり、房付き枝豆を各フロアで利

用者の方が外してくれたりと、沢山の野菜た

ちが目を楽しませてくれています。

7月7日は七夕。東京ではなかなか見るこ

とが出来ませんが、この日は多機能版寺子

屋でおりひめ星(こと座の１等星ベガ)とひこ

星(わし座の1等星アルタイル)がきれいな天

の川を挟んで出会う様子を見ることが出来

ました。プロジェクターを使ってのお話に

皆様集中されていました。

今年も各フロアで笹

を準備して、皆で短冊

に願い事を書きました。


